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■南部青少年センターの概要

【施設の特徴】

千葉市青少年センター設置管理条例に基づき、 「青少年の健全育成と教養の向上に

資する」ことを目的として昭和48年11月の開設以来、青少年が主体的に活動できる

場や機会の提供に努めてきた。

年間延べ4万人以上の青少年等に利用され、青少年の教養の向上と仲間づくりの場

として、また地域の自治・社会福祉活動の場として幅広く活用されている。

今後、生涯学習活動の拠点施設として、幅広い世代を対象とした市民相互のふれあ

いによる学習活動を通して、新たな可能性と価値を生み出す地域づくりを目指すため、

多様な学習ニーズを把握し､これに基づく事業を展開していく。 さらに学習成果の発

表と異世代交流の場や機会を積極的に提供し、次代を担う青少年が夢と希望をもち、

心身ともに健全に成長していくことを支援していく。

【施設概要】

ノ
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開設年月日 昭和48年11月5日

所在地 千葉市中央区白旗1丁目3番16号

施 設
敷地面積2,973.37㎡延床面積3,501.92㎡

鉄筋コンクリート3階建塔屋2階建駐車場33台

1 階 管理事務室（114㎡） ・ホール（360㎡） ・ラウンジ（224㎡）
砧

2 階 料理実習室（117㎡) ・講習室（117㎡) ・会議室(61f㎡）

3 階
録音室（66㎡） ・視聴覚室（131㎡沁美術実習室（131㎡） ・和室(79㎡）

レッスン室3室（28㎡）

塔 屋， 1階空調機械室 2階電気室



（1）令和2年度事業報告について

【新型コロナウィルス感染症拡大防止に関わって】

○令和2年4月4日 （土)、 4月5日 （日） ・ ・ ・休館

○4月8日 （水）～5月26日 （火） ・ ・ ・休館

○5月27日 （水）～7月16日 （木） ・ ・ ・ホール、講習室、和室、美術室

のみ利用可

○7月17日 （金）～全室利用可

ただし、利用制限のもと、利用いただいている。

・ 視聴覚室、録音室、レッスン室は、換気と消毒のため、利用時間を1時間

短縮。

・ 視聴覚室、録音室、レッスン室は、一人（個人）での利用のみ可｡

・ 講習室、美術室、和室等定員の半数での利用。

・ ホールの客席定員は27名。 （本来は204名）

・ その他使用目的により制限を設け、利用者にご協力をいただいている。

○12月26日 （土)、 12月27日 （日）、

令和3年1月5日 （火）～1月10日 （日） ・ ・ ・全室利用停止

○1月13日（水）～3月19日 （金）

午前、午後のコマは利用可 夜間のコマは利用停止

学習スペースの利用停止

○3月23日 （火）へ』夜間のコマは利用開始ただし、 20時閉館

学習スペースの利用再開

○4月28日 （水）～20時閉館学習スペースの利用停止

【利用状況】
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区分 場 所 年度 回 数 人 数 小 計

主催事業 館 内
R1

R2

47回

17回

1 ， 738人

113人

貸出事業

室・ホール

ラウンジ

R1

R2

R1

R2

4 フ 135回

1
フ 927回

30 ， 561人

6 夕 592人

1､4 , 504人

1 ヲ 404人

令和元年度

45 ， 065人

令和2年度

ケ

イ
， 996人

合 計
人
人

３
９

０
０

８
１

６
８

４度
度

年
年

元
２

和
和

令
令



【階層別利用者数】

【利用登録者（団体）の状況】

【ホールの利用状況】

○中学校

中止

千葉市民会館にて開催

〈巨杢又

雫房I晉円冬

○高等学校（7校）

中止

(6校）

↑、千葉明徳

葵繧凰習』＝与地＝

・千葉県高等学校演劇部会第9地区秋季大会（ ’

生浜、県立千葉、京葉、市原八幡、千城台、

一興-‘筆写小芝居祭：中止

・千葉北高校演劇部

○青少年団体

《演劇》

《その他》

(4団体）

3団体

1団体
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年度 小学生（幼児含） 中学生 高校生 大学生他･青年 一般 合計

H28 3,641人 4,701人 2,312人 20,302人 15,119人 46,075人

H29 4,531人 6,057人 3,155人 19,386人 15,863人 48,992人

H30 3,745人 6,515人 3,336人 18,762人 17,075人 49,433人

R1 2,605人 7,902人 4,765人 17,704人 13,827人 46,803人

R2 1 709人 191人 271人 2,055人 4,883人 8,109人

R2階層別

利用割合
8.7％ 2.5％ 3.3％ 25.3％ 60.2％ 100.0%

区 分 平成30年度 令和元年度 令和2年度

青少年
個 人

団 体

23

40

25

28

12

12

一 般
個 人

団 体

69

81

80

79

54

45

教 育 団 体 6
ヴ

イ 4

官公署 団 体 3 2 2

合 計 222 221 129



○教育関係団体

中学榛英語発表会：中止

中学校演劇部顧問会

○一般団体（1団体）

《演劇》 1団体

○行政関係

健康支援課集団検診時に活用

○主催事業

中止

Ｉ

1

‐4‐



【青少年センターの維持・管理業務】

I施設修繕 一令和2年度支出金額

1変圧器絶縁油補充修繕

2和室ガラス修繕

3消防用設備修繕

4外灯修繕

5空調機ロールフィルター交換修繕

6ガス給湯器交換修繕

461， 450円一

ハ

Ⅱ施設管理業務

施設の適切な維持・管理とコストの削減を図るため、下記の業務について外部委託化を図ると

ともに、重要設備の整備や衛生・環境検査を実施し良好な状態を維持した。

[委託業務］ －令和2年度支出金額 10, 994, 683円一

1庁舎管理業務委託（冷暖房・清掃・夜間受付他）

2機械警備委託（夜間・休館日の機械警備）

3特殊建築物定期点検（法定）

4消防用設備保守点検（法定一火災報知機・消火器等・非常用発電機の保守点検業務）

5館内消毒（法定一害虫調査・駆除業務)

6受水槽・高架水槽清掃業務"(法定一飲料水タンクの清掃業務）

7自家用電気工作物保安管理（法定一高圧電気設備の保安業務）

8非常放送設備保守点検（法定一消防用非常放送設備の保守点検業務）

9空調冷凍機保守点検（冷房機械の保守点検業務）

10ボイラー分解清掃整備（暖房用ボイラーの整備）

11舞台吊物装置保守点検（舞台の鍛帳・幕類・照明器具等昇降装置の点検業務）

12一般廃棄物処理委託（可燃ごみ・資源物収集運搬業務）

13産業廃棄物処理委託（ペットボトル他収集運搬処理業務）

14機密文書処理委託

15PCB処理業務委託

16高濃度PCB廃棄物収集運搬業務委託

17枝葉・刈り草資源化委託

[整備・検査業務］ －令和2年度支出金額 249， 000円一

1ばい煙測定（法定一暖房用ボイラー排出ガス測定）

2ボイラー性能検査（法定一暖房用ボイラーの性能検査）

3冷却塔冷却水水質検査（法定一レジオネラ菌検査）

4簡易専用水道管理状況検査（法定一受水槽・高架水槽検査）

5粉じん計較正（法定一環境測定用粉じん計の較正）

6冷凍機安全弁性能検査（法定）

7ピアノ調律（ホール・視聴覚室・録音室）
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【在学青少年対象事業】

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業、 ＊は新規事業

I ときめきサタディ

学年の異なる児童．生徒に体験学習の場を提供し、異年齢の交流を通して在学青少年の健全な育成を

図った。

・ 10月10日に予定していた「楽しい将棋入門」は台風接近のため中止。全1回で開催した。

．取消し線部分の講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

-6．

NO. 令和2年度講座名 開催日 対 象 募集人数 受講者数 延受講者数

壬

■-謡J蝶吟崗…華冒再｝坐

柴県幸手葉壬業高等学校業
吉4ヶI壹浜卜L ‐吃上）･云厳言乏エミ’筈〒統雪三笠端了

5畢目
恥
一

．
－

号
一

斗蝉》
雫
ユ

》

6…-目 当停生と保護者 -]-9組

号 子月-25一目 是
‐

名學軍

-4

誕一
四
一

8男－J一目 巽停響護者 名組

与

毎企業と毛与連携講座

美東京うばうz一(株痔葉支社斗

一ﾗ草ユで寿華鏡ニェ〈-り-＝

8男~鶏一目 雀停生 6ラムマ

6

■千葉市国際交流協会との連携

講座

英語で遊ぼう

8月19･20

日
小学1～2年生 6人 6人 10人

7 楽しい将棋入門 10月17日 小・中学生 6人 6人 6人

-8 楽-しく‐体験-L小学生茶道教室 坐9月畠24一目
恥
》 名尹匡

与

●

親＝ﾗに巻き謂筈＝÷る今 淫男-26一目 惇生と保護者 谷組

10

■男女共同参画センタ．－との連

携講座

イライラしないで伝えよう I

小学生のためのアンガーマネジ

メント

2月6日
小学1 ． 2年生

小学3～6年生

人
人

０
０

１
１

人
人

７
６

人
人

７
６

J-L ひ拳祭与の今一主〈-り 各月÷2毛目
帰
一 -主2尹這

合 計 32人 25人 29人



Ⅱサマーチャレンジ ■NPO(ちばサイエンスの会） との連携講座

夏休み期間中に、学校では体験できない異学年での体験学習の場を提供し、物の見方、考え方、

道具の正しい使い方等を学習している。

･新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

Ⅲ学習支援 ■千葉市国際交流協会との連携講座

小学校3年生から始まる英語活動に向けて、小学校2学年児童に、英語活動の体験学習の場を

提供し、様々な活動を通して次年度へ備えるとともに在学青少年の健全な育成を図った。

･新型コロナウイルス感染予防のため、前期中止。

【青少年・一般対象事業】

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業、 ＊は新規事業

Iわくわくカレッジ

青少年や一般市民の生活文化の向上を図るとともに、異世代の交流を通じて仲間づくりを

支援した。
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恥． 令和2年度講座名 開催日 対象 募集人数 受講者数 延受講者数

-韮
華
会

ワロOQp．
● ／』ｰｰ局

2斗目

咋
一 -8pAs

一号
王作

号

ワロ ‘7np－
■ ／』

一
》

咋
準

毛』軍

号
王作

e

ワ円ワQ口．
■ ノJ

一
架

』
一

－8尹這

合 計 -2-生生

No. 令和2年度講座名 開催日 対象 募集人数 受講者数 延受講者数

1
一
一 ‘麓童 尖停2年生 -圭圭L

2
キッズ・イングリッシュ

(後期 5回）

11月21日～

12月19日
小学2年生 6人 8人 32人

合 計 6人 8人 32人

No. 令和2年度講座名 開催日 回数 募集人数 受講者数 延受講者数

壬 春の＝ﾗ写ﾗL閂 5E-L与生2gLS俳呂 号回 名尹匡

2 秋のヨーガ入門 9月5･ 12． 19日 3回 6人 6人 18人

3 英会話入門 9月26･ 10月3日 2回 6人 6人 12人

4

＊プリザーブドフラワー

を使ったクリスマス飾り

づくり

10月31日 1回 6人 6人 6人



ｒ
ｊ

．取消し線部分の講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

Ⅱゆめチャレンジ

南部青少年センターにおいて、音楽や演劇等の活動をしている青少年や一般の団体に学習成果

の発表の場を提供し、異世代交流を図るともに、参加者相互の連携と親睦を深め健全な協力関係の

醸成を支援するため、参加団体による実行委員会を組織し成果発表会を実施している。

平成25年度からは淑徳大学の学生ボランティアが企画・運営に参画しており、 「チーバくん」や

「かそり－ぬ」がお出迎えする「お出迎え企画」やスタンプラリーなどの「おもてなし企画」を

実施している。

新型コロナウイルス感染症予防のため発表会は中止し、市HPにて希望する団体の動画配信を行った。

1 配信開始日令和3年2月9日 （火）
r1，

2 団体数 4団体

3 団体名及び発表内容

く演劇＞空組、ネバーランドミュージカルファクトリー

＜音楽＞琉球國祭り太鼓千葉支部§蘇我中学校PTAコーラス

Ⅲ舞台照明・音響講習会

演劇等のホール利用団体の利用技術の向上を図り、効果的かつ安全にホールを利用してもらう

ため、照明や音響設備の詳細な使用方法について講習会を開催しているも

この他、中学校・高等学校演劇部や青少年演劇団体に対する照明・音響の相談業務や技術支援

を随時行っている。

新型コロナウイルス感染症予防のため中止。

‐8‐

5

／々11一、／止ﾐI理弧日日〃－． 1一Q
q 〆 〆 〆 ▽ 1 0 マー〆 守J 剣 一

…芒挑戦＝
壬辞み目 -1-回 -6嬰冨

6
ビオラのハンギングバスケ

ツトづくり
11月14日 1回 6人 6人 6人

7
*健康講座「認知症予防に

向けて」
2月13日 1回 12人 10人

、

10人

8 舞台照明華説明会 5男→月-と随時

合計 8回 36人 34人 52人



（2）令和3年度施設運営方針について

【南部青少年センターの担うべき機能】

・青少年センターは、千葉市の生涯学習施設とともに、次代を担う青少年の健全育成

を積極的に図っていく。

・具体的な事業展開としては、 「ものづくり体験の提供」 「自己表現力向上のための

発表機会の創出」 「仲間づくりのための場の提供」 という3点を柱としていくととも

に、幅広い世代が交流できる場や機会を設けることにより、青少年が夢と希望をもち、

心身ともに健全に成長していくことを支援していく。

．また、千葉市青少年センター運営審議会での意見を踏まえながら、新しい時代を切

り拓く生涯学習施設のひとつとして、大きな成果が果たせるように運営改善を図って

いく。

－9‐



【施設運営の重点目標】

少

、
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（1）社会の変化や青少年のニーズに応える創意工夫に満ちた事業の企画と実践に努

めるとともに、青少年センターに求められる施設機能の充実に向け、効果的な事

業展開を進める。

①セルフモニタリング等により利用者ニーズを的確に把握し、事業内容や実施方法の

積極的な見直しを行う。 ‘

②異年齢集団による活動や異世代の交流活動を支援し、青少年の健全育成を図る。

③青少年・市民等の生涯学習活動の成果発表の場や機会を積極的に提供する。

④優れた講師の活用とサークル活動の支援と育成を図る。

⑤青少年育成に係る他機関やNPO等の市民団体と連携した事業の企画・実践により、

事業の質的向上を図る。

⑥青少年の健全な育成を図り、教養の向上に資することを目的に設置された青少年セン

ターとして、小学校の学習支援や、施設の特徴を生かした講座を実施する。

⑦社会福祉協議会、 自治会、子ども会、ボランティア団体など地域の各種団体との連携

を強化し、地域住民の利用促進を図るとともに、地域に開かれた事業を展開する。

⑧みやこ図書館白旗分館と白旗エリア子どもルームとの連携を強化し、複合施設として

の利点が活かせるよう各種事業の工夫改善を図る。

（2）学習情報の効果的な提供に努める。

①広報活動の推進と方法の工夫により、積極的な情報発信を図る。

②他機関や団体との連携の強化による学習情報の収集、活用、提供に努める。

（3）施設・設備の整備と特色ある施設の一層の有効活用を図る。

①施設・設備の保守及び管理の徹底、迅速適切な修繕により、不具合や事故を防止する。

②青少年や市民等の生涯学習活動の成果発表の場として施設・設備が有効活用されるよ

うに利用者の立場に立った施設整備に努めるとともに利用者サービスの向上を図る。

③利用者への利用技術の伝達や安全指導の徹底を図る。

④新型コロナウイルス感染症防止に努め、適切に対処する。

（4）災害時における利用者の安全を第一に、防災計画の強化を図る。

①各種保守点検を確実に実施し、改善が必要な事項には適切に対処する。

"②防災計画や災害発生時の対応マニュアルに基づく避難誘導訓練を適切に実施し、災害

時における利用者の安全を確保できるようにする。

③避難所運営委員会と連携し、避難所としての機能を高める。



（3）令和3年度事業について
表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業･*は新規事業

【在学青少年対象事業】
1

取消し線部分の講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため、開催中止。

･11‐

事業名 Nb. 講 座 名 開催日 募集定員

ときめき

サダデイ

一十

2

号

4

5

6

・ワ

イ

8

9

恥
一
畢
一
、

一
一

■他機関との連携講座 （千葉工業高等学校）
－高校生と一緒に作る科学工作講座一

軍二二重差 置…竺卜＞

■企業との連携講座（東京ガス㈱千葉支社）
夏休み科学講座
一ガス管で万華鏡づくり－

ねんどとLEDですてきなランプを作ろう

楽しい将棋入門

楽しく体験1小学生茶道教室

親子で太巻き寿司をつくろう

ひな祭りのケーキづくり

6-月毛一目

6月26日

子月一釜目

8月17日

8月21日

10月

9． 16日

11月6日

12月18日

2月26日

6－組

12人

6－組

20人

(午前、午後

各10人）

24人

(午前、午後

各12人）

12人

12人

6組

12人

サマーチ

ヤレンジ

1

2

3

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作A(小学1年～2年）

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作B(小学3年～4年）

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会

工作C(小学5年～6年）

7月

28．29日

7月

29．30日

7月

28．30日

12人

12人

12人



【青少年・一般対象事業】

Ｊ
１

※ゆめチャレンジについては、実施の可否を9月上旬に判断予定。

出演候補団体の利用状況、センターの利用制限の状況、市中の感染症の状況、

ボランティアを公募する大学の状況等をもとに総合的に判断する。

【学習支援】

‐12‐

事業名 No. 講 座 名 ‘開催日 募集定員

わくわく

カレッジ

1

2

3

4

5

6

7

春のヨーガ入門

英会話入門

秋のヨーガ入門

ブリザーブドフラワーを使った

フラワーアレンジメント

*洋菓子づくり入門

ビオラのハンギングバスケットづくり

■他機関との連携講座（男女共同参画センター）

＊子育て支援「デートDV予防講座」

5月15.22.

29日

7月10．

17日

9月11 ．

18．25日

､ 10月2日

10月23日

11月20日

2月19日

6人

12人

12人

12人

12人

12人

20人

ゆめチャレンジ センター利用団体の成果発表会
ホール

ラウンジ

1月

29．30日

舞台照明・音響
講習会

ホールの照明・音響設備の操作

講習

ホール

講習室

5弁・ 9月

その他随時
各40人

事業名 講 座 名 開催日 募集定員

学習支援

■千葉市国際交流協会との連携講座

キッズ・イングリッシュ

－小学2年生のための英語入門一

前期： 3回

6/12,19,26

後期： 3回

11/27,12/4,11

各10人



1■

（4）センター維持管理予定

（1）施設修繕

施設修繕については、施設等の老朽化に伴い下記の修繕を予定してい鼎

①ロールフィルター交換

②消防用設備修繕

（2）施設維持管理委託

施設維持管理委託については、施設の維持管理とコストの削減を図るメ

下記外部委託を予定している。

①施設管理業務（冷暖房・清掃・夜間受付他）

②機械警備（夜間・休館日の機械警備）

③自家用電気工作物保守（法定一高圧電気設備の保安業務）

④消防用設備保守点検（法定）

⑤館内消毒（法定一害虫調査・駆除業務）

⑥空調冷凍機保守点検（法定一冷房機械の保守点検業務）

′ ⑦特殊建築設備定期点検（法定一設備と建物）

⑧非常放送設備保守点検（法定一消防用非常放送設備の保守点検業務）

⑨ボイラー分解清掃（法定一暖房用ボイラーの整備）

⑩受水槽・高架水槽清掃業務（法定一飲料水タンクの清掃業務)

⑪舞台吊物装置保守点検（舞台の鍛帳・幕類q,:照明器具等昇降装置の点検業務）

施設等の老朽化に伴い下記の修繕を予定している

ﾄの削減を図るた

。

め、

⑫一般廃棄物運搬処理（可燃ごみ・資源物収集運搬業務）

'⑬産業廃棄物収集運搬処理（ペットボトル他収集運搬処理業務）⑬産業廃棄物収集運搬処理（ペッ

⑭機密文書処理

⑮木の枝･刈り草・葉の資源化

（5）その他

（’）千葉市教職員社会体験の受入

教職10年経験者研修生

7月27日、 28日 ： 2名

7月29日、 30日 ： 2名

（2）中学生職場訪問受入れ

千葉市立葛城中学校2年

6月2日 ： 3名

（3）インターンシップ受入れ

7月27日～30日 ： 2名

､

‐13‐



､

令和2年度施設利用状況

(曜日別利用状況）

(時間帯別利用状況） ※ラウンジの利用は除く

、

）

－14－

月 火 水 木 金 土 日 合計

館
内

施設貸出

÷蛭＝坐

■ 、崖手不

回数

元年度．

人数

言元年度

回数

元年度
人数

元年度

ムジぎぎ零

シダ毒＝弓

豊苧呈号色．

ン』蒙脅雪 ｛｛

299

,稀誕

1,477

2β24

、 ,

0

’4
《
叩
四
》
が
●
犯
寺
●
Ｌ
喝

ｏ
い
、
［
》
’
。

283

-､ 、 ､757

$

793

3,796

L ､

1

5

6

､； ’;‘ .95

325

. r･『滝1

941

-,4929

「 ｡

勺R ■ ｣

1

2

k

4

37

『

348

群4
す

1,699

′ :56105
0

,: 1

0
1 ，＄

20

凡

384

､826

10057

･ : 8”8

15

､ : ,31

103
L

ミ』 ・ ､． 907；

288

;,j 505-

625

5β09

ﾉ ﾛ

０
４

0

卜 〕 ' ‘595

1,927

皇'､4,1鋸

6,592

3u561
７
》
◇

７

１
４

113

､1籾38

ラウンジ･談話室
人数

元年度 シ厚ずぞ弓

188

‘1:‘499

217

1,998

210

2,261

241

‐ 2“4

・ 256

”77→

292

'3955

1,404

1屯504

合計

回数

元集度

人数

元年度

＞彦字苧宇

シ"ずずず

299

576

1,665

. 24j407,

284

… ‐ ､762

1,016

鼠889

326

733

･1，155

’ 7,227

348
4

745

1,940

7j539

399

､857

1,416

12282

288

、 509

917

96459

1,944

4182
､

8

4f

109

803

午前 午後 夜間 午前･午後 午後･夜間 午前～夜間 合計

館
内

施設貸出

主催事業

回数

元年度

人数

元年度．

回数

元年度

人数

元年度

830

1,485

3,017

6,905

７
“
９１

42

258

ナ

658

:1230

1,695

5,565

10

26

71

‘409

357

1$191

1.092

3,811

０
０

0

‘‘0

57

122

371

61258

0

. ・ユ ．2．

0

1.,071｛

7

.‘ :ざ＄ ・富 ： ､16

60

182

0

、 0

０
０

８
１

１
．
９

357

7,8“、

０
０

０
０

1,927

4135

6,592

30t561

17

47

113

､ 1,738

合計

回数

元年度

人数

元年度

837

1;504

3,059

74163

668

1,256

1,766

5j974

357

1ｩ191

1,092

3,811

57

･ 124

371

7,329

7

16
r

60

,182

b 日

18

91

357

: ’7β40

1,944

“82

6,705

32,299



(施設別利用状況） ※ラウンジの利用は除く

(許可別利用状況） ※ラウンジの利用は除く

(センター利用者数）

(年代別利用者数） ※談話室･ラウンジの利用は除く

1

－15－／
､』

ホール 料理室 講習室‘ 会議幸 視聴覚 美術室 録音室 和室 レッスン室 合計

施
設
貸
出

回数

元年度

人数

元年度

42

157

801

11,674

1

37

6

572

340

498

2,469

4,910

16

365

18

3,253

252

525

252

2,986

242

373

1,642

3,045

378

633

380

1,109

152

260

520

1,514

504

1,287

504

1,498

1,927

4,135

6,592

30,561

主
催
事
業

回数

元年度

人数

元年度

０
５

0

1,126

０
４

０
３６

15

29

101

398

０
０

０
０

０
０

０
０

２
８

12

137

０
０

０
０

0

1

0

14

０
０

０
０

17

47

113

1,738

合
口
『
訂

回数

元年度

入数

元年度

42

162

801

12,800

1

41

6

635

355

527

2,570

5,308

16

365

18

3,253

252

525

252

2,986

244

381

1;654

3,182

し
378

633

380

1;109

152

261

520

1,528

504

1,287

504

1,498

１
４

､6

32

944

182

705

299

青少年

2年度 元年度

教育

2年度 元年度

官公署

2年度 元年度

一般

2年度‘ 元年度

合計

2年度 元年度

回数 373 688 42 198 32 101 1,480 3,148 1,927 4,135

人数 1,348 6,811 482 10,828 1,232 2,886 3,530 10,036 6,592 30,561

人数

施設貸出利用者数

2年度 元年度

6,592 30,561

館内事業参加者数

2年度 元年度

113 1,738

ラウンジ

2年度 元年度

1,404 14,504

合計

2年度 元年度

8,109 46,803

幼･小学生 中学生 高校生 青少年 一般 合計

人数

元年度

709

2,605

191

7,902

271

4,765

651

3,200

4,883

13,827

6,705

32,299



』

令和2年度稼働率

一

｡

己

稼働率は､新型コロナウイルス感染防止に伴う休館､夜間貸出中止､換気困難な各室の貸出中止が無いものとして算出している。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計‘

開館日数 4日 5日 25日 25日 25日 24日 27日
■ b

23日 24日 23日 22日 25日 252日

ホール
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0%

0

0.0％

2

2.8％

9

12.9％

6

8.8％

35

45.5％

19

29.7％

一、 3

4.4％

0

0.0％

1

1.6％

5

7.0％

80

9.7％

料理室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0％

’ 0

0.0%

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0％

0

0．0%

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0％

2

3.2％

0

0．0%

2

0.2％

講習室
使用コマ数

稼働率(%）

4

5.6％

2

3.1％

26

36.6％

31

4367％

32

45.7％

48

70.6%

51

66.2％

39

60.9%

36

52.9％

25

38.5％

35

56.5％

40

56.3％

369

44.8％

会議宰
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0%

0

0.0%

3

4.3％

4

5.9％

･1

1.3％

1

1.6％

7

10.3％

2

3.1％

0

0.0%

0

‐ 0.0％

18

2.2％

視聴覚室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0％

0

0.0%

4

5.6％

型

・ 34.3％

31

45.6％

41

53.3％

34

53.1％

28

41.2％

19

･29.2％

36

58.1％

42

59.2％

259

31.5％

美術室
使用コマ数

稼働率(%）

7

9.9％

.0

0.0%

24

33.8％

22

31.0％

29

41.4％

29

42.7％

35

45.5％

28

43.8％

25

36.8％

10

15.4％

・ 25

40.3％

､ 24

33.8％

258

31.4％

録音室
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0%

0

0.0％

0

0.0％

12

16.9％

29

41.4％

48

70.6％

63

81.8％

58

90.6％

52

76.5％

30

46.2％

41

66.1％

47

66.2％

JUU

・ 46.2％

和室
使用コマ数

稼働率(%）

3

42％

0

0.0%

17

23.9％

17

23.9％

21

30.0％

28

41.2％

･34

44.2％

15

23.4％

18

26.5％

.9

13.9％

10

16.1％

9

12.7％

181

22.0%

レッスンA
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0％

0

0.0％

4

5.6％

26

37.1％

28

41.2％

28

36.4％

33

51.6％

･27

39.7％

25

38.5％

25

40.3％

21

29.6％

217

26.4％

レッスンB
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0％

0

0.0％

4

、～5.6％

・ 18

25.7％

13

19.1％

19

24.7％

25

39.1％

16

。 23.5％

14

21.5％

21

・ 33.9％

18

25.4％

148

18.0％

レッスンC
使用コマ数

稼働率(%）

0

0.0％

0

0.0%

0

0.0%

5

7.0%

19

27.1％

15

22.1％

15

19.5％

19

29.7％

16

23.5％

15

23.1％

17

27.4％

18

一一25.4％

139

16.9％

合計
使用コマ数

稼働率(%）

‐ 14

1.8％

、 2

0.3%

67‘

8.6％

101

12.9％

210

27.3％

250

33.4％

322

38.0%

271

38.5％

228

30.5%

149

20.8％

213

31,2％

224

28.7％

2051

22.7％


